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八田幼稚園が開園
市立幼稚園では初めて３年保育を行う八
田幼稚園（吉田純子園長、園児21人）が
梅迫町に開園。４月７日に入園式が行わ
れ、園舎に元気な声が響きました。
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森の京都の交流拠点施設

「森もりホール」完成

　市は鍛治屋町の里山交流研修センターに
「森もりホール」を整備。西部地域の豊かな
森や里山の恵みを感じながら学習や交流の
場として活用できます。

里山ねっと・あやべに申し込み
●電話予約可
●火曜日休館

交流室 バーベキューサイト

　　市
は
、
京
都
府
が
策
定
し
た
森

の
京
都
構
想
に
基
づ
き
、
里
山
交

流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治
屋
町
）

一
帯
を
「
綾
部
西
部
里
山
交
流
エ

リ
ア
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

「
森
も
り
ホ
ー
ル
」
は
、
森
や
里

山
の
魅
力
発
信
と
農
村
都
市
交
流

を
進
め
る
新
た
な
体
験
交
流
拠
点

と
し
て
、
総
工
費
１
億
９
８
０
０

万
円
で
整
備
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

設
備
の
あ
る
、
約
１
６
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
交

流
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　敷
地
内
に
あ
る
既
存
の
里
山
交

流
館
や
幸
喜
山
荘
も
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
や
合
宿
な
ど
の
宿
泊
施
設
と

し
て
使
用
可
能
。
さ
ら
に
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
や
芝
生
広
場

（
夏
ま
で
養
生
中
）、
駐
車
場
な
ど

も
整
備
し
、
屋
外
活
動
ス
ペ
ー
ス

も
充
実
し
ま
し
た
。

　里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
を
管

理
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
ね
っ

と
・
あ
や
べ
で
は
、
そ
ば
打
ち
体

験
や
石
窯
パ
ン
焼
き
体
験
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
は

https://ayabesatoyam
a.net

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）

里
山
ねっ
と
・
あ
や
べ
☎（
47
）０
０
４
０

屋
外
施
設
も
充
実

体
験
事
業
も
多
彩
に

多目的ホール

どなたでも無料で利用していた
だける共用スペースもありますので
気軽にお立ち寄りください

施設を利用するには？施設を利用するには？新

利用料金は？利用料金は？
森もりホール

バーベキュー（1区画）

※多目的ホールは２分の１、４分の１利用も可能
　空調は別料金

６時間
12時間

１,０００円
２,０００円

交流室
多目的ホール

400円
1,6００円

半日（4時間）
800円
3,2００円

昼間1日（8時間）
１,2００円
4,8００円

全日（13時間）

綾部市
鍛治屋町茅倉９
ＪＲ綾部駅より
あやバス西坂線
「かじやバス停」
下車すぐ

アクセス

鍛冶屋簡易郵便局 森もりホール



綾部市役所☎（42）3280
■日 

５
月
８
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■申 

■問 

市
立
病
院

　☎（
43
）０
１
２
３

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　

 

☎（
47
）０
０
４
０

■日 

５
月
16
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

　野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 
５
月
20
日（
土
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　（味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
26
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
。
内
容
は
「
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

弥
仙
山
登
山
口
広
場（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

15
時
30
分
〜

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
５
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
８
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※
参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン

　

 

タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

５
月
12
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
13
日（
土
）〜
６
月
25
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

期
間
中
は
休
ま
ず
営
業

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

■日 

５
月
14
日（
日
）

■時 

８
時
40
分
〜

■場 

舞
鶴
市
内
各
競
技
場

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

第
１
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
綾
公

　

 

園
（
川
糸
町
）

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
24
日（
水
）〜
30
日（
火
）

■時 

終
日
（
30
日
は
17
時
ま
で
）

■場 
市
内
一
円

■問 
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
２
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
10
、
24
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
17
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
18
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
11
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
22
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
23
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

５
月
24
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

■日 

６
月
６
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
30
日（
火
）〜
６

月
２
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
３

■日 

５
月
７
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
14
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

５
月
11
、
18
、
25
日

６
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日

（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の
納

入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

11 10

くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室相

　談

無
料
開
放

育
児
相
談

女
性
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

市
役
所
の
窓
口
延
長

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

法
律
相
談

行
政
相
談

あ
い
セ
ン
タ
ー

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

交
通
事
故
相
談

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

催
し
な
ど

弥
仙
山
三
社
大
祭・山
菜
ま
つ
り

第
１
回
普
通
救
命
講
習

第
34
回
綾
部
市
美
術
展
表
彰
式

第
65
回

四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
消
防
団
、水
防
訓
練
、

運
転
技
術
研
修
会

２
０
１
７
い
き
い
き
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

大
本
み
ろ
く
大
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

市
役
所
献
血

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

５～６月上旬

本紙｢広報あやべ・ねっと｣
に掲載する広告を募集します。
1枠縦4.5㌢、横6㌢2色刷り
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話(42)4205

広告 
 募集

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　
３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　
　前
田
道
子
（
寺
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　
　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　４
件

　
　
　
　
　７
万
円

￥

3 2

　
総
額
３
８
５
億
３
８
３
７
万
円
の
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、
平
成
28
年
12
月
補
正
、
３
月
補
正
と
一
体
的
に
予
算
を
編
成
。
医
・
職
・
住
・
教

育
・
情
報
発
信
に
重
点
を
置
き
、
安
全
・
安
心
や
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平成29年度当初予算

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

　「住
み
た
く
な
る
」

「
住
み
続
け
ら
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
へ

●給食室整備 …………………………………………………………… 9,174万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、八田中学校に
　　給食室を整備
●中学校大規模改修 ………………………………………………… 1,090万円
　　何北中学校のバリアフリー改修
●東綾中学校改築 ……………………………………………… 1億1,034万円
　　本市２番目の施設一体型小中一貫校としてプールや遊具
　　等の屋外付帯施設を整備
●社会体育施設整備 ………………………………………… 3億8,344万円
　　市民センターと武道館を再編し、新施設を整備＝写真 

住 医

職
教育・

情報発信

当初予算の規模平成28年度前倒し計上分

●子育て世代包括支援センター ………………………………………… 270万円
　　育児サポート（育児支援、外出支援、話し相手など）を行う
　　子育て支援員、乳房ケアや育児指導を行う助産師の派遣など
●障害福祉サービス事業所等施設整備 …………………………… 536万円
●地域密着型サービス等整備助成 …………………………… 1億3,230万円
　　特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所の整備
　　への補助
●ファミリー・サポート・センター ………………………………… 283万円
　　育児の援助を受けたい人と行いたい人に会員登録をしてもら
　　い、地域での子育てを支援
●物部保育園整備 …………………………………………………………… 4,829万円
●情報アクセス・コミュニケーションに関する条例策定 … 57万円
　　障害の有無に関係なく情報アクセスやコミュニケーションが
　　保障される社会を築くための理念条例策定に向けた審議会の
　　開催
●介護福祉士養成支援 ……………………………………………………… 300万円
　　市内介護施設への人材確保のため、介護福祉士養成学校の修
　　学資金貸与を年100万円に増額

●北部地域連携都市圏ステップアップ ……………………………… 302万円
　　市内企業を中心とした合同就職面接会の開催
●村おこし研修館改修 …………………………………………………… 1,290万円
●古道再生 ………………………………………………………………………… 350万円
　　豊かな森を育てる府民税交付金を活用し、京丹波町と連携し
　　て古道を整備
●野生鳥獣被害総合対策 ………………………………………………… 4,126万円
●ニホンザル被害対策 ………………………………………………………… 73万円
　　モデル地区での受信機を使ったニホンザルの追い払い等への支援
●商店街等活性化事業費補助 …………………………………………… 426万円
　　商店街組織による近代化機器導入への補助等
●あやべ温泉施設改修 …………………………………………………… 1,563万円
　　食堂テラス改修や食堂手洗器設置など

●普通財産安全対策 ……………………………………………………………………………………………………… 2,900万円
●駅再生プロジェクト ……………………………………………………………………………………………………… 454万円
　　にぎわいの創出や公共交通の活性化を図るため、ＪＲ山家駅周辺に駐輪場と駐車場を整備
●住みたくなる綾部留学プロジェクト ………………………………………………………………………… 1,005万円
　　看護資格を生かした地域でのコミュニティ活動や健康づくりの支援を行う「コミュニティ
　　ナース」を地域おこし協力隊として受け入れ

●水源の里活性化 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 969万円
　　水源の里集落間や他団体との連携事業への補助、Ｕターンや孫ターンなどの定住者に対する住宅整備補助を新設
●リサイクル施設整備 ………………………………………………………………………………………………………………………… 2億4,540万円
●急傾斜地崩壊対策 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,100万円
●道路整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1億6,976万円
●宮代豊里線整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 620万円
●橋りょう長寿命化対策 ……………………………………………………………………………………………………………………… 1億1,200万円
●黒谷川整備 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,200万円
　　黒谷川改修に向けた調査・測量や詳細設計
●住宅維持管理 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 7,731万円
　　民間が所有する賃貸住宅を借り上げ、市営住宅として転貸する借上型市営住宅の整備補助
●市営住宅等長寿命化計画見直し ………………………………………………………………………………………………………………… 265万円
●地籍調査 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 719万円
●上林出張所（仮称）整備 …………………………………………………………………………………………………………………………… 500万円
　　24時間体制で火災や救急などの業務を実施するための施設改修
●消防車両整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 5,502万円

●小学校英語教育推進リーダー養成 ……………………………… 86万円
　　小学校での英語教科化に向けた英語教育推進リーダーの養成
●飛び立て！中学生海外派遣事業 ………………………………… 849万円
●給食室整備 ………………………………………………………… 1億5,580万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、綾部中学校に給
　　食室を整備
●天文館展示機器改修 ………………………………………………… 1,631万円
●議会運営 ………………………………………………………………………… 89万円
　　インターネット上での本会議の生中継を実施

本年度もオーストラリアに中学生を派遣するなど、国際理解教育を推進

きめ細やかな施策で子育てを支援

都市部でも面接会を開き地元就職を促進

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

公　営　企　業　会　計

計

１６３億４,８１８万円

１３９億 ８６７万円

８２億８,１５２万円

３８５億３,８３７万円
平成28年度の前倒し計上分 ８億２,５６０万円

地域の安全・安心対策を強化
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総
額
３
８
５
億
３
８
３
７
万
円
の
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、
平
成
28
年
12
月
補
正
、
３
月
補
正
と
一
体
的
に
予
算
を
編
成
。
医
・
職
・
住
・
教

育
・
情
報
発
信
に
重
点
を
置
き
、
安
全
・
安
心
や
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平成29年度当初予算

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

　「住
み
た
く
な
る
」そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て

そ
し
て「住
み
続
け
ら
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
へ

●給食室整備 …………………………………………………………… 9,174万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、八田中学校に
　　給食室を整備
●中学校大規模改修 ………………………………………………… 1,090万円
　　何北中学校のバリアフリー改修
●東綾中学校改築 ……………………………………………… 1億1,034万円
　　本市２番目の施設一体型小中一貫校としてプールや遊具
　　等の屋外付帯施設を整備
●社会体育施設整備 ………………………………………… 3億8,344万円
　　市民センターと武道館を再編し、新施設を整備＝写真 

住 医

職
教育・

情報発信

当初予算の規模平成28年度前倒し計上分

●子育て世代包括支援センター ………………………………………… 270万円
　　育児サポート（育児支援、外出支援、話し相手など）を行う
　　子育て支援員、乳房ケアや育児指導を行う助産師の派遣など
●障害福祉サービス事業所等施設整備 …………………………… 536万円
●地域密着型サービス等整備助成 …………………………… 1億3,230万円
　　特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所の整備
　　への補助
●ファミリー・サポート・センター ………………………………… 283万円
　　育児の援助を受けたい人と行いたい人に会員登録をしてもら
　　い、地域での子育てを支援
●物部保育園整備 …………………………………………………………… 4,829万円
●情報アクセス・コミュニケーションに関する条例策定 … 57万円
　　障害の有無に関係なく情報アクセスやコミュニケーションが
　　保障される社会を築くための理念条例策定に向けた審議会の
　　開催
●介護福祉士養成支援 ……………………………………………………… 300万円
　　市内介護施設への人材確保のため、介護福祉士養成学校の修
　　学資金貸与を年100万円に増額

●北部地域連携都市圏ステップアップ ……………………………… 302万円
　　市内企業を中心とした合同就職面接会の開催
●村おこし研修館改修 …………………………………………………… 1,290万円
●古道再生 ………………………………………………………………………… 350万円
　　豊かな森を育てる府民税交付金を活用し、京丹波町と連携し
　　て古道を整備
●野生鳥獣被害総合対策 ………………………………………………… 4,126万円
●ニホンザル被害対策 ………………………………………………………… 73万円
　　モデル地区での受信機を使ったニホンザルの追い払い等への支援
●商店街等活性化事業費補助 …………………………………………… 426万円
　　商店街組織による近代化機器導入への補助等
●あやべ温泉施設改修 …………………………………………………… 1,563万円
　　食堂テラス改修や食堂手洗器設置など

●普通財産安全対策 ……………………………………………………………………………………………………… 2,900万円
●駅再生プロジェクト ……………………………………………………………………………………………………… 454万円
　　にぎわいの創出や公共交通の活性化を図るため、ＪＲ山家駅周辺に駐輪場と駐車場を整備
●住みたくなる綾部留学プロジェクト ………………………………………………………………………… 1,005万円
　　看護資格を生かした地域でのコミュニティ活動や健康づくりの支援を行う「コミュニティ
　　ナース」を地域おこし協力隊として受け入れ

●水源の里活性化 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 969万円
　　水源の里集落間や他団体との連携事業への補助、Ｕターンや孫ターンなどの定住者に対する住宅整備補助を新設
●リサイクル施設整備 ………………………………………………………………………………………………………………………… 2億4,540万円
●急傾斜地崩壊対策 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,100万円
●道路整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1億6,976万円
●宮代豊里線整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 620万円
●橋りょう長寿命化対策 ……………………………………………………………………………………………………………………… 1億1,200万円
●黒谷川整備 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,200万円
　　黒谷川改修に向けた調査・測量や詳細設計
●住宅維持管理 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 7,731万円
　　民間が所有する賃貸住宅を借り上げ、市営住宅として転貸する借上型市営住宅の整備補助
●市営住宅等長寿命化計画見直し ………………………………………………………………………………………………………………… 265万円
●地籍調査 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 719万円
●上林出張所（仮称）整備 …………………………………………………………………………………………………………………………… 500万円
　　24時間体制で火災や救急などの業務を実施するための施設改修
●消防車両整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 5,502万円

●小学校英語教育推進リーダー養成 ……………………………… 86万円
　　小学校での英語教科化に向けた英語教育推進リーダーの養成
●飛び立て！中学生海外派遣事業 ………………………………… 849万円
●給食室整備 ………………………………………………………… 1億5,580万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、綾部中学校に給
　　食室を整備
●天文館展示機器改修 ………………………………………………… 1,631万円
●議会運営 ………………………………………………………………………… 89万円
　　インターネット上での本会議の生中継を実施

本年度もオーストラリアに中学生を派遣するなど、国際理解教育を推進

きめ細やかな施策で子育てを支援

都市部でも面接会を開き地元就職を促進

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

公　営　企　業　会　計

計

１６３億４,８１８万円

１３９億 ８６７万円

８２億８,１５２万円

３８５億３,８３７万円
平成28年度の前倒し計上分 ８億２,５６０万円

地域の安全・安心対策を強化
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」

5

　
　人
生
泣
き
笑
い

　人
は
た
い
て
い
「
オ
ギ
ャ
ー
」

と
泣
い
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
し
て
周
り
は
満
面

の
笑
顔
で
新
し
い
命
の
息
吹
を

祝
い
、
そ
の
子
の
前
途
洋
々
な

人
生
を
願
う
。
一
方
で
死
に
面

し
た
時
、多
く
の
人
は
涙
す
る
。

故
人
の
元
気
な
生
前
の
姿
に
想

い
を
巡
ら
し
、
こ
の
世
で
は
も

う
会
え
な
い
こ
と
を
悼
み
泣
く

の
が
常
で
あ
る
。

　過
日
、
と
あ
る
葬
儀
に
参
列

し
た
際
の
こ
と
。
遺
族
の
方
い

わ
く
、
故
人
は
こ
の
世
に
満
足

し
て
あ
の
世
に
逝
か
れ
ま
し

た
。
行
き
た
い
所
は
ど
こ
へ
も

行
き
、
食
べ
た
い
も
の
は
ぜ
ん

ぶ
食
べ
て
、
思
い
残
す
こ
と
な

い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
ー

と
。
美
し
く
化
粧
さ
れ
た
顔
は

確
か
に
安
ら
か
で
、
微
笑
さ
え

湛
え
た
表
情
は
遺
族
の
言
葉
通

り
、
未
練
の
な
い
人
生
を
全
う

さ
れ
た
も
の
と
拝
察
し
た
。

　あ
の
世
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
あ
れ
ば
そ
れ
は
極
楽
か
地

獄
か
ー
の
論
議
は
宗
教
家
に
委

ね
る
と
し
て
、〝
生
〞と〝
死
〞は

人
の
生
に
お
け
る
究
極
の
節
目

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
人
生
の
終

わ
り
を
笑
っ
て
迎
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
〝
生
き

様
〞
そ
の
も
の
が
表
れ
る
瞬
間

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　生
き
る
こ
と
は
決
し
て
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
栄

枯
盛
衰
は
世
の
習
い
。「
苦
楽

は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
も
言

う
。
歓
喜
の
中
で
泣
い
て
生
ま

れ
て
く
る
の
が
赤
ち
ゃ
ん
な
ら

ば
、
人
生
の
終
焉
は
周
囲
の
悲

し
み
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
本

人
は
満
面
の
笑
顔
を
遺
せ
る
生

涯
を
送
り
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

定
め
ら
れ
た
委
員
。
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
児
童
委
員
と
兼
務
す
る

た
め
「
民
生
児
童
委
員
」
と
総
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

活
動
分
野
は
▽
介
護
や
子
育

て
、
進
学
資
金
、
生
活
費
、
就
職

な
ど
、
生
活
全
般
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
の
相
談
▽
通
学
路
等
の
危

険
個
所
の
点
検
▽
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
等
へ
の
訪
問―

な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
内

容
に
応
じ
て
専
門
機
関
と
の
連
絡

調
整
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
が
中
心
と
な

り
市
内
11
か
所
で
子
育
て
支
援
サ

ー
ク
ル
を
運
営
。
就
学
前
の
幼
児

の
遊
び
の
場
、
親
同
士
の
情
報
交

換
の
場
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
特
長
は
、
共

に
地
域
で
暮
ら
す
生
活
者
と
し

て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動

を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

主
任
児
童
委
員
も
含
め
て
１
４
４

人
が
従
事
。
課
題
を
抱
え
な
が
ら

孤
立
す
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

る
、
最
も
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
連
絡
先
や
活

動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
民
生
児
童

課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。
今
月
全

戸
配
布
さ
れ
た
民
児
協
だ
よ
り
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

困ったときは民生児童委員に連絡を

地域の身近な相談相手

民生児童委員
　本年度、制度創設１００周年を迎える民生委員・児童委員。
今回は、その活動を紹介します。

生
活
全
般
に
わ
た
り
援
助

１
４
４
人
が
活
動

ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催

86

　地域での見守りや訪問
のほか地域包括支援セン
ターへの相談などネット
ワークで支えます。

　子育てサロンで親同士が
交流する機会を提供。ちょ
っとした悩みでも耳を傾け
ます。

１人暮らしで
体調が不安

例
初めての
子育てで不安

例

い
た

あ
ざ
な

ご
と

し
ゅ
う
え
ん

の
こ

た
た

ま
っ
と

い

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」

4

　本
年
度
は
市
民
の
安
全
・
安
心

の
充
実
を
目
指
し
防
災
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
定
住
・
交
流

の
促
進
な
ど
に
向
け
、
よ
り
一
層

機
動
的
な
組
織
と
す
る
た
め
一
部

の
組
織
を
統
合
・
再
編
＝
表
＝
し

ま
し
た
。「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
か

ら
「
住
み
た
く
な
る
」、
さ
ら
に

は
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
異
動
後

の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は
次
の

と
お
り
＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

企
画
財
政
部 

部
長
＝
高
橋
学
▽

秘
書
広
報
課
長
＝
立
藤
聡
▽
秘
書

広
報
課
主
幹
＝
野
間
知
亜
紀
▽
企

画
政
策
課
長
＝
岩
本
正
信
▽
財
政

課
長
＝
吉
田
清
人

総
務
部 

部
長
（
総
務
防
災
室
長

事
務
取
扱
）
＝
白
波
瀬
清
孝
▽
次

長
（
税
務
課
長
事
務
取
扱
）
＝
梅

原
正
巳
▽
総
務
防
災
室
総
務
課
長

＝
大
槻
伸
一
▽
同
室
総
務
課
主
幹

＝
上
田
英
之
▽
同
室
防
災
課
長
＝

高
橋
一
彦

市
民
環
境
部 

部
長
＝
四
方
慎
行

▽
次
長
（
市
民
協
働
課
長
事
務
取

扱
）
＝
亀
井
洋
二
▽
市
民
・
国
保

課
長
＝
黒
田
美
鈴
▽
人
権
推
進
課

長
＝
松
原
哲
也
▽
環
境
保
全
課
長

＝
森
津
充
好
▽
同
課
主
幹
＝
白
波

瀬
巧

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
次
長
（
保
健
推
進
課
長
事
務
取

扱
）
＝
大
槻
広
敏
▽
民
生
児
童
課

長
＝
四
方
麻
美
▽
同
課
主
幹
（
物

部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）
＝
谷
口

留
美
子
▽
福
祉
課
長
＝
福
田
和
宏

▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
諏
訪
博
幸

▽
同
課
主
幹
＝
婦
木
し
お
り
▽
保

健
推
進
課
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

農
林
商
工
部 

部
長
＝
安
村
和
洋

▽
次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

＝
佐
々
木
隆
志
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＝
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４
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防
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る
な
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組
織
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一
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改
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職
員
１
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６
人
に
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異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

表＝組織機構の改編内容（※太字部分が改編対象）
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「第20回和木町梅まつり」（和木町農林
業振興組合主催）が３月12日に同町で開
かれました。会場では、ウメの加工品など
の販売やイノシシの丸焼き、地元団体に
よる演芸などが行われました＝写真下。
また、3月20日には豊里地区自治会連合
会と市が「第4回うめ梅まつり」を舘町の
綾部市梅林公園で開催。紅白の花が香る
会場周辺でミニＳＬの走行、和太鼓やギ
ターの演奏などが行われ、多くの家族連
れでにぎわいました＝写真上。

「ウメのまち」綾部でイベント多彩に

市資料館は３月25日、現在修復が進めら
れている光明寺二王門の歴史を学ぶ特別講
座を開催。資料館の職員が二王門の歴史や
構造について解説しました。参加した37人
は、映像資料を鑑賞するなどし、光明寺二王
門が鎌倉時代の高度な技法を使って建てら
れた府北部唯一の国宝建造物であることな
どについて学びました。

国宝の歴史を学ぶ

市消防団（白波瀬博之団長）が、消防庁
長官から、地域活動表彰を受賞。団員の確
保や火災発生の未然防止への取り組みな
どが評価されました。３月16日には市役所を
訪れ、市長らに報告。白波瀬団長は、「日ご
ろの活動が認められうれしい。今後も市内
で火災が発生しないよう、あらゆる取り組み
を実施し、地域防災力の向上に寄与できる
よう努力します」と話しました。

平成28年度
消防庁消防団等表彰を受賞

舞鶴・引揚語りの会（宮本光彦理事長）
が３月22日、シベリア抑留を体験した原
田二郎さん（安国寺町）のインタビューを
収録したＤＶＤを小中学校に寄贈。原田
さんは「子どもたちに戦争によって傷つ
いた兵士の気持ちなどを知ってもらい、
戦争を繰り返してはならないと感じてほ
しい」と思いを語りました。

抑留体験者の声
次世代に

6

　
市
は
、
綾
部
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ま
ゆ
ピ
ー
」の
さ
ら

な
る
認
知
度
向
上
を
目
的
に
、
無

料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス
タ

ン
プ（※

）を
綾
部
高
等
学
校
美
術

部
生
徒
と
協
働
で
制
作
。
こ
の
ほ

ど
ス
タ
ン
プ
が
完
成
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
運
営
会
社
に
登
録
申
請
を
行

い
ま
し
た
。
数
週
間
の
審
査
を
経

て
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　ス
タ
ン
プ
は
、
原
画
の
イ
ラ
ス

ト
を
生
徒
が
自
由
な
発
想
で
作
画

し
、
市
が
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
編

集
。
文
字
入
れ
な
ど
を
行
い
、
40

パ
タ
ー
ン
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
愛
ら
し
い
ス
タ
ン
プ
が
完
成
し

ま
し
た
。

　市
は
昨
年
度
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
手
法
と
し
て
、
幅
広

い
世
代
に
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
ス
タ
ン
プ
制
作
に
着
手
。

あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り
や
盆
お
ど

り
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
け
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
同
校
美
術
部
と
一
緒

に
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

　ス
タ
ン
プ
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
３
月
29
日
に
生
徒
が
市
役
所

を
訪
問
。
山
崎
善
也
市
長
に
報
告

し
、
完
成
し
た
ス
タ
ン
プ
の
イ
ラ

ス
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。
同
部
副

部
長
の
谷
口
由
佳
さ
ん
（
舞
鶴

市
）
は
「
ア
イ
デ
ア
を
社
会
に
発

信
す
る
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
。
苦
労

や
工
夫
し
た
点
な
ど
、
作
画
時
の

様
子
を
話
し
ま
し
た
。

（※

）Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で「
友
だ
ち
」と
文
字
で

会
話
す
る
際
に
使
用
で
き
る
イ
ラ

ス
ト
。イ
ラ
ス
ト
の
表
情
や
動
き
で
、

感
情
な
ど
が
表
現
で
き
る
。

の

LINEスタンプ　　LINEスタンプ完成
高校生

の

アイデア
が

形に

柔
軟
な
発
想
で
原
画
制
作

た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
ー

コミカルに表情を変えるまゆピーの原画

　自分自身スタンプをよく使う
ので、使いやすいものを作って
みようと思い、文字がなくても
表情や動きだけで伝わるように
描きました。作品を多くの人に
見てもらえるのでうれしいです。

　まゆピーはある程度ポーズや
表情が決まっているため、どう
やって表情や動きをつけるか苦
労しました。みんなで描いた原
画がスタンプになり、とてもう
れしいです。

土島夕佳さん（神宮寺町）土島夕佳さん（神宮寺町）
と しまゆう かと しまゆう か

まゆピーって？
　市制施行40周年を記念し、
平成２年に誕生した綾部市の
マスコットキャラクター。
当時の小中学生から公募した
名前は、市が養蚕と共に栄え
てきた歴史と日本初の「世界
連邦都市宣言」をしたまちで
あることから、繭と〝ピース
（平和）〟に由来しています。

坪内雄作さん（小畑町）坪内雄作さん（小畑町）

ラ  イ  ン

間もなく公開予定

〈 〉フレンズ(3)

けし太くん

あやちゃん

既読

10:06

10:05

10:05

既読
10:05

本当？

ねえねえ

まゆピーのラインスタンプが
できたよ！

10:07
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ねえねえ

まゆピーのラインスタンプが
できたよ！

10:05

10:07
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お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」

4

　本
年
度
は
市
民
の
安
全
・
安
心

の
充
実
を
目
指
し
防
災
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
定
住
・
交
流

の
促
進
な
ど
に
向
け
、
よ
り
一
層

機
動
的
な
組
織
と
す
る
た
め
一
部

の
組
織
を
統
合
・
再
編
＝
表
＝
し

ま
し
た
。「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
か

ら
「
住
み
た
く
な
る
」、
さ
ら
に

は
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
異
動
後

の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は
次
の

と
お
り
＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

企
画
財
政
部 

部
長
＝
高
橋
学
▽

秘
書
広
報
課
長
＝
立
藤
聡
▽
秘
書

広
報
課
主
幹
＝
野
間
知
亜
紀
▽
企

画
政
策
課
長
＝
岩
本
正
信
▽
財
政

課
長
＝
吉
田
清
人

総
務
部 

部
長
（
総
務
防
災
室
長

事
務
取
扱
）
＝
白
波
瀬
清
孝
▽
次

長
（
税
務
課
長
事
務
取
扱
）
＝
梅

原
正
巳
▽
総
務
防
災
室
総
務
課
長

＝
大
槻
伸
一
▽
同
室
総
務
課
主
幹

＝
上
田
英
之
▽
同
室
防
災
課
長
＝

高
橋
一
彦

市
民
環
境
部 

部
長
＝
四
方
慎
行

▽
次
長
（
市
民
協
働
課
長
事
務
取

扱
）
＝
亀
井
洋
二
▽
市
民
・
国
保

課
長
＝
黒
田
美
鈴
▽
人
権
推
進
課

長
＝
松
原
哲
也
▽
環
境
保
全
課
長

＝
森
津
充
好
▽
同
課
主
幹
＝
白
波

瀬
巧

福
祉
保
健
部 

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
次
長
（
保
健
推
進
課
長
事
務
取

扱
）
＝
大
槻
広
敏
▽
民
生
児
童
課

長
＝
四
方
麻
美
▽
同
課
主
幹
（
物

部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）
＝
谷
口

留
美
子
▽
福
祉
課
長
＝
福
田
和
宏

▽
高
齢
者
支
援
課
長
＝
諏
訪
博
幸

▽
同
課
主
幹
＝
婦
木
し
お
り
▽
保

健
推
進
課
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

農
林
商
工
部 

部
長
＝
安
村
和
洋

▽
次
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

＝
佐
々
木
隆
志
▽
次
長
（
商
工
労

政
課
長
事
務
取
扱
）
＝
吉
田
豊
▽

商
工
労
政
課
主
幹
＝
森
本
修
▽
農

林
課
長
＝
上
原
季
司
▽
同
課
主
幹

＝
小
松
健

定
住
交
流
部 

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
朝
子

直
樹
▽
同
課
主
幹
＝
井
上
浩
豪
▽

観
光
交
流
課
長
＝
四
方
雅
弘

建
設
部 

部
長
＝
大
槻
和
正
▽
監

理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設
課
長
＝

四
方
康
尚
▽
都
市
計
画
課
長
＝
四

方
博
▽
建
築
課
長
＝
白
波
瀬
敏
博

▽
同
課
主
幹
＝
飯
田
政
利

会
計
課 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
山
西
や
よ
い

消
防
本
部 

消
防
長
＝
栁
原
秀
一

▽
次
長
＝
上
原
博
一
▽
管
理
課
長

＝
塩
見
幸
作
▽
予
防
課
長
兼
消
防

署
長
補
佐
＝
四
方
繁
行
▽
警
防
課

長
兼
消
防
署
長
＝
矢
田
谷
和
行

　

上
下
水
道
部 
部
長
＝
前
田
義
則

▽
上
水
道
課
長
＝
檀
野
彰
▽
下
水

道
課
長
＝
柳
田
嘉
宏

議
会
事
務
局 

局
長
＝
西
川
卓
男

▽
次
長
＝
飯
室
誠

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部 

部

長
＝
岡
垣
美
樹
▽
参
事
＝
小
林
治

▽
学
校
教
育
課
長
＝
村
上
哲
也
▽

同
課
主
幹
＝
小
林
直
子
▽
社
会
教

育
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽
同
課
主
幹

兼
資
料
館
長
＝
三
好
博
喜
▽
同
課

主
幹
兼
天
文
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽

同
課
主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩

子
▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

＝
小
林
敏
和
▽
綾
部
幼
稚
園
長
＝

渡
辺
真
千
子
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝

吉
田
純
子

監
査
委
員
事
務
局 

局
長
＝
四
方

恵
美
子
▽
同
局
主
幹
＝
梅
田
貞
二

　市
は
４
月
１
日
、
総
務
防
災
室
を
設
け
、
同
室
内
に

防
災
課
を
新
設
す
る
な
ど
組
織
を
一
部
改
編
。
職
員
１

４
６
人
に
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

表＝組織機構の改編内容（※太字部分が改編対象）

組
織
と
人
事

　
　
　
　よ
り
機
動
的
な
組
織
へ

行政担当
防災担当
情報管理担当
職員・人事担当

高齢者福祉担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

商業担当
工業担当
雇用促進担当

定住促進担当

水源の里担当
地域振興担当

管理担当
工務担当
簡易水道担当

学び推進担当
青少年担当
文化財担当
天文館担当
図書館担当

総務課

高齢者介護課

商工労政課

定住促進課

水源の里・
地域振興課

上水道課

社会教育課

総　務　部

福祉保健部

農林商工部

定住交流部

上下水道部

教育委員会
教　育　部

行政担当
情報管理担当
職員・人事担当
防災担当
高齢者福祉担当
介護保険担当
地域包括支援センター担当

商業担当
工業・雇用促進担当

定住促進担当
水源の里・地域振興担当

管理担当
上下水道収納担当
整備担当

学び推進・青少年担当
文化財担当
天文館担当
図書館担当

総務防災室

高齢者支援課

商工労政課

定住・地域政策課

上水道課

社会教育課

総務課

防災課

現　　　　行 改　　編　　後
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

　退
職
な
ど
で
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
国
民
健
康
保
険

（
以
下
国
保
）
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手

続
き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　ま
た
、現
在
国
保
に
加
入
し

て
い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
も
、
14
日
以
内
に
脱
退

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書

類
。
加
入
＝
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
証
明
書
。
脱

退
＝
国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の

両
方
の
保
険
証
。届
出
先
／
市
民
・

国
保
課
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
に
必
要
な
、
予
備
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

開
催
日
／
５
月
13
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
。場
所
／
消

防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味

方
町
）。受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。そ
の
他
７
千
円
。※

テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。申
込
み
／
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
へ
。

問
同
課
☎（
42
）０
１
１
９

　乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
を
対
象
に
母
子
家
庭
奨

学
金
を
支
給
し
ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
万
１
０

０
０
円
、
小
学
生
２
万
１
５
０
０

円
、
中
学
生
４
万
３
０
０
０
円
、

高
校
生
６
万
４
０
０
０
円
。
高
校

生
は
他
の
奨
学
金
な
ど
と
併
給
調

整
が
行
わ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

対
象
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
月
割
で
返
納
が
必
要
で

す
。
申
請
／
毎
年
必
要
。
５
月
31

日（
水
）ま
で
に
民
生
児
童
課
へ
。

期
限
以
降
の
申
請
は
支
給
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
３

　中
丹
東
保
健
所

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
は
経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て

い
る
人
は
、
民
生
児
童
課
か
上
林

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
で
５
月
31
日

（
水
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付

け
が
で
き
ま
せ
ん
。

　木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
の
受
け

付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）
２
６
３
９
、（
42
）

　４
２
５
０

　市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
「
自
主
防
災
組

織
育
成
事
業
費
補
助
金
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
か
ら
、

交
付
金
額
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、回
数
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
。

対
象
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防

災
資
機
材
の
購
入
や
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
。交
付
額
／
初
回
は
、

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
の
４
分

の
３
以
内
で
上
限
８
万
円
。
２
回

目
以
降
は
、
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
３

万
円
。
改
正
前
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
場
合

は
、
改
正
後
の
初
回
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
回
目
以
降
の

補
助
金
は
、
回
数
制
限
な
く
３
年

ご
と
に
１
回
交
付
し
ま
す
。

問
防
災
課

　☎（
42
）４
２
２
２

　農
用
地
な
ど
を
貸
し
出
す
「
農

地
中
間
管
理
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
府
農
地
中
間
管
理
機
構
）
で
は
、

農
用
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

を
年
２
回
に
限
っ
て
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
通
年
で
募
集
し
ま
す
。
一
度

応
募
い
た
だ
け
ば
、
辞
退
さ
れ
る

ま
で
借
受
希
望
者
と
し
て
の
権
利

が
継
続
し
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　農
林
課
☎（
42
）４
２
６
６

　市
は
保
健
事
業
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
総
合
健
康
診
断
の
費
用
を

８
割
助
成
し
ま
す
。
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
の
同
健
診
の
自
己
負
担

は
２
割
で
す
（
事
前
に
申
請
が
必

要
）。

対
象
／
市
国
民
健
康
保
険
に
続
け

て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

（
入
院
中
や
妊
娠
中
の
人
を
除
く
）。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
対

象
外
。
助
成
内
容
／
綾
部
市
立
病

院
と
京
都
協
立
病
院
、
綾
部
ル
ネ

ス
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り

半
日
）を
受
診
す
る
費
用
の
８
割
。

受
診
日
／
平
成
30
年
３
月
末
ま
で

で
希
望
日
を
調
整
。
申
請
／
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
民
・
国
保

課
か
各
病
院
へ
。
そ
の
他
／
各
病

院
の
受
け
入
れ
可
能
数
と
市
の
予

算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

　冬
眠
か
ら
覚
め
た
ク
マ
が
活
動

す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ク
マ

の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方

か
ら
早
朝
は
ク
マ
の
活
動
時
間
帯

で
す
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ
ジ

オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在
を

示
し
ま
し
ょ
う
。万
一
の
た
め
に
、

ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹
を
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ク
マ
の

エ
サ
と
な
る
も
の
は
、
屋
外
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

　市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。受
付
は
各
ス
タ
ー
ト
時

間
の
30
分
前
厳
守
。競
技
内
容
／

２
㌔
＝
小
学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔

＝
小
学
４
〜
６
年
生
、
中
学
生
▽

５
㌔
＝
中
学
男
子
、高
校
生
、一
般

▽
10
㌔
＝
高
校
生
、一
般
。参
加
費

／
小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
一
般
＝
２
５
０
０
円
。

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
（
払

込
取
扱
票
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
５
月
２
日

（
火
）ま
で
に
郵
便
局
か
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
火
曜
日
。
午
後
７
時
〜
９
時

（
８
月
15
日
は
除
く
）。
場
所
／
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。

対
象
／
市
内
在
住
か
在
勤
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
は
除
く
）。

定
員
／
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
３

２
４
０
円
。
申
込
み
／
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
受
講
希
望
」
と
書
い
て

５
月
12
日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

　府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
地

域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
」
の
対
象
事
業
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
自
主
的
に

取
り
組
む
地
域
力
再
生
活
動
。
募

集
期
間
／
５
月
31
日（
水
）ま
で
。

交
付
率
／
事
業
内
容
に
応
じ
、
対

象
経
費
の
３
分
の
２
ま
た
は
全
額

（
交
付
上
限
額
は
事
業
内
容
に
応

じ
30
〜
６
６
６
万
円
な
ど
に
分
か

れ
ま
す
）。
申
請
方
法
／
所
定
の

申
請
書
を
市
役
所
市
民
協
働
課

か
、
府
中
丹
広
域
振
興
局
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

　中
丹
広
域
振
興
局

　☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

　春
の
里
山
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
事
前
に
電
話
で
市
観
光
協

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
も
完
全
予
約
制
で
最
少
催
行

人
数
は
６
人
以
上
、
参
加
費
は
５

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
昼
食

は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

―

綾
部
・
水
源
の
里―

老
富
の
シ

ャ
ガ
群
生
地
を
訪
ね
る
＝
日
時
／

５
月
６
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
。
集
合
・
解

散
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
コ
ー
ス
／
水
源
の

里
老
富
、
市
茅
野
集
落
・
シ
ャ
ガ

群
生
地
を
巡
る
約
10
㌔
（
歩
程
）。

備
考
／
小
雨
決
行
。
別
途
往
復
バ

ス
代
１
０
０
０
円
必
要
。
予
約
締

切
／
４
月
22
日（
土
）午
後
５
時
ま

で
。

―

逸
話
で
め
ぐ
る―

「
歴
史
人
物

Ｉ
Ｎ
♡
あ
や
べ
」＆
綾
部
バ
ラ
園

観
賞
＝
日
時
／
５
月
21
日（
日
）

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
30
分

ご
ろ
。
集
合
・
解
散
場
所
／
あ
や

べ
観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。

コ
ー
ス
／
南
ヶ
丘
公
園
や
花
街
・

月
見
町
、
熊
野
神
社
な
ど
を
巡
る

約
７
㌔
。
備
考
／
雨
天
中
止
。
予

約
締
切
／
５
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
３
０
８
５
人
（
男
１

５
８
７
９
、
女
１
７
２
０
６
）。

世
帯
数
は
１
３
７
７
０
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
、
市
内
で
火
災
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
の

　
　
　 

加
入
・
脱
退

平
成
29
年 

第
１
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
補
助
金

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
８
割
助
成

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金

農
用
地
の
借
受
け
を
通
年
募
集

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
特
集

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　  「
入
門
課
程
」

5

　
　人
生
泣
き
笑
い

　人
は
た
い
て
い
「
オ
ギ
ャ
ー
」

と
泣
い
て
、
こ
の
世
に
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
し
て
周
り
は
満
面

の
笑
顔
で
新
し
い
命
の
息
吹
を

祝
い
、
そ
の
子
の
前
途
洋
々
な

人
生
を
願
う
。
一
方
で
死
に
面

し
た
時
、多
く
の
人
は
涙
す
る
。

故
人
の
元
気
な
生
前
の
姿
に
想

い
を
巡
ら
し
、
こ
の
世
で
は
も

う
会
え
な
い
こ
と
を
悼
み
泣
く

の
が
常
で
あ
る
。

　過
日
、
と
あ
る
葬
儀
に
参
列

し
た
際
の
こ
と
。
遺
族
の
方
い

わ
く
、
故
人
は
こ
の
世
に
満
足

し
て
あ
の
世
に
逝
か
れ
ま
し

た
。
行
き
た
い
所
は
ど
こ
へ
も

行
き
、
食
べ
た
い
も
の
は
ぜ
ん

ぶ
食
べ
て
、
思
い
残
す
こ
と
な

い
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
ー

と
。
美
し
く
化
粧
さ
れ
た
顔
は

確
か
に
安
ら
か
で
、
微
笑
さ
え

湛
え
た
表
情
は
遺
族
の
言
葉
通

り
、
未
練
の
な
い
人
生
を
全
う

さ
れ
た
も
の
と
拝
察
し
た
。

　あ
の
世
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
あ
れ
ば
そ
れ
は
極
楽
か
地

獄
か
ー
の
論
議
は
宗
教
家
に
委

ね
る
と
し
て
、〝
生
〞と〝
死
〞は

人
の
生
に
お
け
る
究
極
の
節
目

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
人
生
の
終

わ
り
を
笑
っ
て
迎
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
人
の
〝
生
き

様
〞
そ
の
も
の
が
表
れ
る
瞬
間

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　生
き
る
こ
と
は
決
し
て
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
栄

枯
盛
衰
は
世
の
習
い
。「
苦
楽

は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
も
言

う
。
歓
喜
の
中
で
泣
い
て
生
ま

れ
て
く
る
の
が
赤
ち
ゃ
ん
な
ら

ば
、
人
生
の
終
焉
は
周
囲
の
悲

し
み
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
本

人
は
満
面
の
笑
顔
を
遺
せ
る
生

涯
を
送
り
た
い
も
の
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

定
め
ら
れ
た
委
員
。
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
児
童
委
員
と
兼
務
す
る

た
め
「
民
生
児
童
委
員
」
と
総
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

活
動
分
野
は
▽
介
護
や
子
育

て
、
進
学
資
金
、
生
活
費
、
就
職

な
ど
、
生
活
全
般
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
の
相
談
▽
通
学
路
等
の
危

険
個
所
の
点
検
▽
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
等
へ
の
訪
問―

な
ど

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
内

容
に
応
じ
て
専
門
機
関
と
の
連
絡

調
整
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
が
中
心
と
な

り
市
内
11
か
所
で
子
育
て
支
援
サ

ー
ク
ル
を
運
営
。
就
学
前
の
幼
児

の
遊
び
の
場
、
親
同
士
の
情
報
交

換
の
場
の
提
供
も
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
特
長
は
、
共

に
地
域
で
暮
ら
す
生
活
者
と
し

て
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動

を
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

主
任
児
童
委
員
も
含
め
て
１
４
４

人
が
従
事
。
課
題
を
抱
え
な
が
ら

孤
立
す
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

る
、
最
も
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
連
絡
先
や
活

動
内
容
な
ど
詳
し
く
は
民
生
児
童

課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。
今
月
全

戸
配
布
さ
れ
た
民
児
協
だ
よ
り
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

困ったときは民生児童委員に連絡を

地域の身近な相談相手

民生児童委員
　本年度、制度創設１００周年を迎える民生委員・児童委員。
今回は、その活動を紹介します。

生
活
全
般
に
わ
た
り
援
助

１
４
４
人
が
活
動

ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催ひとり暮らしの高齢者の交流会も主催

86

　地域での見守りや訪問
のほか地域包括支援セン
ターへの相談などネット
ワークで支えます。

　子育てサロンで親同士が
交流する機会を提供。ちょ
っとした悩みでも耳を傾け
ます。

１人暮らしで
体調が不安

例
初めての
子育てで不安

例

い
た

あ
ざ
な

ご
と

し
ゅ
う
え
ん

の
こ

た
た

ま
っ
と

い



綾部市役所☎（42）3280
■日 

５
月
８
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■申 

■問 

市
立
病
院

　☎（
43
）０
１
２
３

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　

 

☎（
47
）０
０
４
０

■日 

５
月
16
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

　野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 
５
月
20
日（
土
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　（味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
26
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
。
内
容
は
「
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

弥
仙
山
登
山
口
広
場（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

15
時
30
分
〜

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
５
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
８
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※
参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン

　

 

タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

５
月
12
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
13
日（
土
）〜
６
月
25
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

期
間
中
は
休
ま
ず
営
業

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

■日 

５
月
14
日（
日
）

■時 

８
時
40
分
〜

■場 

舞
鶴
市
内
各
競
技
場

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

第
１
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
綾
公

　

 

園
（
川
糸
町
）

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
24
日（
水
）〜
30
日（
火
）

■時 

終
日
（
30
日
は
17
時
ま
で
）

■場 
市
内
一
円

■問 
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
２
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
10
、
24
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
17
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
18
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
11
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
22
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
23
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

５
月
24
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

■日 

６
月
６
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
30
日（
火
）〜
６

月
２
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
３

■日 

５
月
７
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
14
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

５
月
11
、
18
、
25
日

６
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日

（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の
納

入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室相

　談

無
料
開
放

育
児
相
談

女
性
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

市
役
所
の
窓
口
延
長

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

法
律
相
談

行
政
相
談

あ
い
セ
ン
タ
ー

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

交
通
事
故
相
談

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

催
し
な
ど

弥
仙
山
三
社
大
祭・山
菜
ま
つ
り

第
１
回
普
通
救
命
講
習

第
34
回
綾
部
市
美
術
展
表
彰
式

第
65
回

四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
消
防
団
、水
防
訓
練
、

運
転
技
術
研
修
会

２
０
１
７
い
き
い
き
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

大
本
み
ろ
く
大
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

市
役
所
献
血

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

５～６月上旬

本紙｢広報あやべ・ねっと｣
に掲載する広告を募集します。
1枠縦4.5㌢、横6㌢2色刷り
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話(42)4205

広告 
 募集

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　
３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　
　前
田
道
子
（
寺
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　
　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　４
件

　
　
　
　
　７
万
円

￥

3 2

　
総
額
３
８
５
億
３
８
３
７
万
円
の
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、
平
成
28
年
12
月
補
正
、
３
月
補
正
と
一
体
的
に
予
算
を
編
成
。
医
・
職
・
住
・
教

育
・
情
報
発
信
に
重
点
を
置
き
、
安
全
・
安
心
や
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平成29年度当初予算

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

　「住
み
た
く
な
る
」

「
住
み
続
け
ら
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
へ

●給食室整備 …………………………………………………………… 9,174万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、八田中学校に
　　給食室を整備
●中学校大規模改修 ………………………………………………… 1,090万円
　　何北中学校のバリアフリー改修
●東綾中学校改築 ……………………………………………… 1億1,034万円
　　本市２番目の施設一体型小中一貫校としてプールや遊具
　　等の屋外付帯施設を整備
●社会体育施設整備 ………………………………………… 3億8,344万円
　　市民センターと武道館を再編し、新施設を整備＝写真 

住 医

職
教育・

情報発信

当初予算の規模平成28年度前倒し計上分

●子育て世代包括支援センター ………………………………………… 270万円
　　育児サポート（育児支援、外出支援、話し相手など）を行う
　　子育て支援員、乳房ケアや育児指導を行う助産師の派遣など
●障害福祉サービス事業所等施設整備 …………………………… 536万円
●地域密着型サービス等整備助成 …………………………… 1億3,230万円
　　特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所の整備
　　への補助
●ファミリー・サポート・センター ………………………………… 283万円
　　育児の援助を受けたい人と行いたい人に会員登録をしてもら
　　い、地域での子育てを支援
●物部保育園整備 …………………………………………………………… 4,829万円
●情報アクセス・コミュニケーションに関する条例策定 … 57万円
　　障害の有無に関係なく情報アクセスやコミュニケーションが
　　保障される社会を築くための理念条例策定に向けた審議会の
　　開催
●介護福祉士養成支援 ……………………………………………………… 300万円
　　市内介護施設への人材確保のため、介護福祉士養成学校の修
　　学資金貸与を年100万円に増額

●北部地域連携都市圏ステップアップ ……………………………… 302万円
　　市内企業を中心とした合同就職面接会の開催
●村おこし研修館改修 …………………………………………………… 1,290万円
●古道再生 ………………………………………………………………………… 350万円
　　豊かな森を育てる府民税交付金を活用し、京丹波町と連携し
　　て古道を整備
●野生鳥獣被害総合対策 ………………………………………………… 4,126万円
●ニホンザル被害対策 ………………………………………………………… 73万円
　　モデル地区での受信機を使ったニホンザルの追い払い等への支援
●商店街等活性化事業費補助 …………………………………………… 426万円
　　商店街組織による近代化機器導入への補助等
●あやべ温泉施設改修 …………………………………………………… 1,563万円
　　食堂テラス改修や食堂手洗器設置など

●普通財産安全対策 ……………………………………………………………………………………………………… 2,900万円
●駅再生プロジェクト ……………………………………………………………………………………………………… 454万円
　　にぎわいの創出や公共交通の活性化を図るため、ＪＲ山家駅周辺に駐輪場と駐車場を整備
●住みたくなる綾部留学プロジェクト ………………………………………………………………………… 1,005万円
　　看護資格を生かした地域でのコミュニティ活動や健康づくりの支援を行う「コミュニティ
　　ナース」を地域おこし協力隊として受け入れ

●水源の里活性化 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 969万円
　　水源の里集落間や他団体との連携事業への補助、Ｕターンや孫ターンなどの定住者に対する住宅整備補助を新設
●リサイクル施設整備 ………………………………………………………………………………………………………………………… 2億4,540万円
●急傾斜地崩壊対策 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,100万円
●道路整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1億6,976万円
●宮代豊里線整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 620万円
●橋りょう長寿命化対策 ……………………………………………………………………………………………………………………… 1億1,200万円
●黒谷川整備 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,200万円
　　黒谷川改修に向けた調査・測量や詳細設計
●住宅維持管理 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 7,731万円
　　民間が所有する賃貸住宅を借り上げ、市営住宅として転貸する借上型市営住宅の整備補助
●市営住宅等長寿命化計画見直し ………………………………………………………………………………………………………………… 265万円
●地籍調査 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 719万円
●上林出張所（仮称）整備 …………………………………………………………………………………………………………………………… 500万円
　　24時間体制で火災や救急などの業務を実施するための施設改修
●消防車両整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 5,502万円

●小学校英語教育推進リーダー養成 ……………………………… 86万円
　　小学校での英語教科化に向けた英語教育推進リーダーの養成
●飛び立て！中学生海外派遣事業 ………………………………… 849万円
●給食室整備 ………………………………………………………… 1億5,580万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、綾部中学校に給
　　食室を整備
●天文館展示機器改修 ………………………………………………… 1,631万円
●議会運営 ………………………………………………………………………… 89万円
　　インターネット上での本会議の生中継を実施

本年度もオーストラリアに中学生を派遣するなど、国際理解教育を推進

きめ細やかな施策で子育てを支援

都市部でも面接会を開き地元就職を促進

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

公　営　企　業　会　計

計

１６３億４,８１８万円

１３９億 ８６７万円

８２億８,１５２万円

３８５億３,８３７万円
平成28年度の前倒し計上分 ８億２,５６０万円

地域の安全・安心対策を強化

綾部市役所☎（42）3280
■日 

５
月
８
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■申 

■問 

市
立
病
院

　☎（
43
）０
１
２
３

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、
13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　

 

☎（
47
）０
０
４
０

■日 

５
月
16
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青

　野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 
５
月
20
日（
土
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

消
防
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　（味
方
町
）

■申 

■問 

消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
26
日（
金
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
。
内
容
は
「
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

弥
仙
山
登
山
口
広
場（
於
与
岐
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
３
日（
水
・
祝
）

■時 

15
時
30
分
〜

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場（
並
松
町
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
５
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

観
光
協
会

　☎（
42
）９
５
５
０

■日 

５
月
８
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛

　治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン

　

 

タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

５
月
12
日（
金
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

　12
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
13
日（
土
）〜
６
月
25
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

期
間
中
は
休
ま
ず
営
業

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

■日 

５
月
14
日（
日
）

■時 

８
時
40
分
〜

■場 

舞
鶴
市
内
各
競
技
場

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

９
時
〜
正
午

■場 

第
１
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
東
綾
公

　

 

園
（
川
糸
町
）

■問 

消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

■日 

５
月
24
日（
水
）〜
30
日（
火
）

■時 

終
日
（
30
日
は
17
時
ま
で
）

■場 
市
内
一
円

■問 
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

５
月
２
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
10
、
24
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

　き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課

　☎（
42
）４
２
４
９

■日 

５
月
10
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
15
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

５
月
17
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
18
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
11
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
22
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　第
２
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

■日 

５
月
23
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

５
月
24
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

■日 

６
月
６
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
30
日（
火
）〜
６

月
２
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
３

■日 

５
月
７
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎（
42
）１
８
０
１

■日 

５
月
14
日
、
６
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

５
月
21
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

５
月
11
、
18
、
25
日

６
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日

（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の
納

入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

11 10

くらしのくらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室相

　談

無
料
開
放

育
児
相
談

女
性
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

市
役
所
の
窓
口
延
長

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

調
停
相
談

法
律
相
談

行
政
相
談

あ
い
セ
ン
タ
ー

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

交
通
事
故
相
談

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

催
し
な
ど

弥
仙
山
三
社
大
祭・山
菜
ま
つ
り

第
１
回
普
通
救
命
講
習

第
34
回
綾
部
市
美
術
展
表
彰
式

第
65
回

四
都
市
体
育
大
会
春
季
大
会

綾
部
市
消
防
団
、水
防
訓
練
、

運
転
技
術
研
修
会

２
０
１
７
い
き
い
き
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク

大
本
み
ろ
く
大
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

市
役
所
献
血

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

５～６月上旬

本紙｢広報あやべ・ねっと｣
に掲載する広告を募集します。
1枠縦4.5㌢、横6㌢2色刷り
詳しくはお問い合わせください。

〈問い合わせ〉秘書広報課　電話(42)4205

広告 
 募集

ご
寄
付

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

　
３
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　
　前
田
道
子
（
寺
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　
　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　４
件

　
　
　
　
　７
万
円

￥

3 2

　
総
額
３
８
５
億
３
８
３
７
万
円
の
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
、
平
成
28
年
12
月
補
正
、
３
月
補
正
と
一
体
的
に
予
算
を
編
成
。
医
・
職
・
住
・
教

育
・
情
報
発
信
に
重
点
を
置
き
、
安
全
・
安
心
や
子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
「
住
み
続
け
ら
れ
る
」
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平成29年度当初予算

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

　「住
み
た
く
な
る
」

「
住
み
続
け
ら
れ
る
」

ま
ち
づ
く
り
へ

●給食室整備 …………………………………………………………… 9,174万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、八田中学校に
　　給食室を整備
●中学校大規模改修 ………………………………………………… 1,090万円
　　何北中学校のバリアフリー改修
●東綾中学校改築 ……………………………………………… 1億1,034万円
　　本市２番目の施設一体型小中一貫校としてプールや遊具
　　等の屋外付帯施設を整備
●社会体育施設整備 ………………………………………… 3億8,344万円
　　市民センターと武道館を再編し、新施設を整備＝写真 

住 医

職
教育・

情報発信

当初予算の規模平成28年度前倒し計上分

●子育て世代包括支援センター ………………………………………… 270万円
　　育児サポート（育児支援、外出支援、話し相手など）を行う
　　子育て支援員、乳房ケアや育児指導を行う助産師の派遣など
●障害福祉サービス事業所等施設整備 …………………………… 536万円
●地域密着型サービス等整備助成 …………………………… 1億3,230万円
　　特別養護老人ホームや小規模多機能型居宅介護事業所の整備
　　への補助
●ファミリー・サポート・センター ………………………………… 283万円
　　育児の援助を受けたい人と行いたい人に会員登録をしてもら
　　い、地域での子育てを支援
●物部保育園整備 …………………………………………………………… 4,829万円
●情報アクセス・コミュニケーションに関する条例策定 … 57万円
　　障害の有無に関係なく情報アクセスやコミュニケーションが
　　保障される社会を築くための理念条例策定に向けた審議会の
　　開催
●介護福祉士養成支援 ……………………………………………………… 300万円
　　市内介護施設への人材確保のため、介護福祉士養成学校の修
　　学資金貸与を年100万円に増額

●北部地域連携都市圏ステップアップ ……………………………… 302万円
　　市内企業を中心とした合同就職面接会の開催
●村おこし研修館改修 …………………………………………………… 1,290万円
●古道再生 ………………………………………………………………………… 350万円
　　豊かな森を育てる府民税交付金を活用し、京丹波町と連携し
　　て古道を整備
●野生鳥獣被害総合対策 ………………………………………………… 4,126万円
●ニホンザル被害対策 ………………………………………………………… 73万円
　　モデル地区での受信機を使ったニホンザルの追い払い等への支援
●商店街等活性化事業費補助 …………………………………………… 426万円
　　商店街組織による近代化機器導入への補助等
●あやべ温泉施設改修 …………………………………………………… 1,563万円
　　食堂テラス改修や食堂手洗器設置など

●普通財産安全対策 ……………………………………………………………………………………………………… 2,900万円
●駅再生プロジェクト ……………………………………………………………………………………………………… 454万円
　　にぎわいの創出や公共交通の活性化を図るため、ＪＲ山家駅周辺に駐輪場と駐車場を整備
●住みたくなる綾部留学プロジェクト ………………………………………………………………………… 1,005万円
　　看護資格を生かした地域でのコミュニティ活動や健康づくりの支援を行う「コミュニティ
　　ナース」を地域おこし協力隊として受け入れ

●水源の里活性化 ………………………………………………………………………………………………………………………………………… 969万円
　　水源の里集落間や他団体との連携事業への補助、Ｕターンや孫ターンなどの定住者に対する住宅整備補助を新設
●リサイクル施設整備 ………………………………………………………………………………………………………………………… 2億4,540万円
●急傾斜地崩壊対策 …………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,100万円
●道路整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1億6,976万円
●宮代豊里線整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 620万円
●橋りょう長寿命化対策 ……………………………………………………………………………………………………………………… 1億1,200万円
●黒谷川整備 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………… 1,200万円
　　黒谷川改修に向けた調査・測量や詳細設計
●住宅維持管理 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 7,731万円
　　民間が所有する賃貸住宅を借り上げ、市営住宅として転貸する借上型市営住宅の整備補助
●市営住宅等長寿命化計画見直し ………………………………………………………………………………………………………………… 265万円
●地籍調査 ……………………………………………………………………………………………………………………………………………………… 719万円
●上林出張所（仮称）整備 …………………………………………………………………………………………………………………………… 500万円
　　24時間体制で火災や救急などの業務を実施するための施設改修
●消防車両整備 …………………………………………………………………………………………………………………………………………… 5,502万円

●小学校英語教育推進リーダー養成 ……………………………… 86万円
　　小学校での英語教科化に向けた英語教育推進リーダーの養成
●飛び立て！中学生海外派遣事業 ………………………………… 849万円
●給食室整備 ………………………………………………………… 1億5,580万円
　　市内全小中学校での完全給食実施に向け、綾部中学校に給
　　食室を整備
●天文館展示機器改修 ………………………………………………… 1,631万円
●議会運営 ………………………………………………………………………… 89万円
　　インターネット上での本会議の生中継を実施

本年度もオーストラリアに中学生を派遣するなど、国際理解教育を推進

きめ細やかな施策で子育てを支援

都市部でも面接会を開き地元就職を促進

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

公　営　企　業　会　計

計

１６３億４,８１８万円

１３９億 ８６７万円

８２億８,１５２万円

３８５億３,８３７万円
平成28年度の前倒し計上分 ８億２,５６０万円

地域の安全・安心対策を強化
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今月の
表紙

八田幼稚園が開園
市立幼稚園では初めて３年保育を行う八
田幼稚園（吉田純子園長、園児21人）が
梅迫町に開園。４月７日に入園式が行わ
れ、園舎に元気な声が響きました。
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平
成
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14日

発
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／
綾
部
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 編
集
／
秘
書
広
報
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森の京都の交流拠点施設

「森もりホール」完成

　市は鍛治屋町の里山交流研修センターに
「森もりホール」を整備。西部地域の豊かな
森や里山の恵みを感じながら学習や交流の
場として活用できます。

里山ねっと・あやべに申し込み
●電話予約可
●火曜日休館

交流室 バーベキューサイト

　　市
は
、
京
都
府
が
策
定
し
た
森

の
京
都
構
想
に
基
づ
き
、
里
山
交

流
研
修
セ
ン
タ
ー
（
鍛
治
屋
町
）

一
帯
を
「
綾
部
西
部
里
山
交
流
エ

リ
ア
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

「
森
も
り
ホ
ー
ル
」
は
、
森
や
里

山
の
魅
力
発
信
と
農
村
都
市
交
流

を
進
め
る
新
た
な
体
験
交
流
拠
点

と
し
て
、
総
工
費
１
億
９
８
０
０

万
円
で
整
備
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

設
備
の
あ
る
、
約
１
６
０
平
方

メ
ー
ト
ル
の
多
目
的
ホ
ー
ル
や
交

流
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　敷
地
内
に
あ
る
既
存
の
里
山
交

流
館
や
幸
喜
山
荘
も
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
や
合
宿
な
ど
の
宿
泊
施
設
と

し
て
使
用
可
能
。
さ
ら
に
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
や
芝
生
広
場

（
夏
ま
で
養
生
中
）、
駐
車
場
な
ど

も
整
備
し
、
屋
外
活
動
ス
ペ
ー
ス

も
充
実
し
ま
し
た
。

　里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
を
管

理
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
ね
っ

と
・
あ
や
べ
で
は
、
そ
ば
打
ち
体

験
や
石
窯
パ
ン
焼
き
体
験
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
は

https://ayabesatoyam
a.net

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）

里
山
ねっ
と
・
あ
や
べ
☎（
47
）０
０
４
０

屋
外
施
設
も
充
実

体
験
事
業
も
多
彩
に

多目的ホール

どなたでも無料で利用していた
だける共用スペースもありますので
気軽にお立ち寄りください

施設を利用するには？施設を利用するには？
里山ねっと・あやべに申し込み
施設を利用するには？施設を利用するには？施設を利用するには？施設を利用するには？新

利用料金は？利用料金は？
森もりホール

バーベキュー（1区画）

※多目的ホールは２分の１、４分の１利用も可能
　空調は別料金

６時間
12時間

１,０００円
２,０００円

交流室
多目的ホール

400円
1,6００円

半日（4時間）
800円
3,2００円

昼間1日（8時間）
１,2００円
4,8００円

全日（13時間）

綾部市
鍛治屋町茅倉９
ＪＲ綾部駅より
あやバス西坂線
「かじやバス停」
下車すぐ

アクセス

鍛冶屋簡易郵便局 森もりホール



5/3春の綾部ふれあい牧場まつり

　ヤギやウサギなどの動物と間近で触れ合えま
す。無料体験乗馬やヒツジの毛刈りショーのほ
か、屋台などの出店も。

　日時：５月３日(水・祝)午前１０時～
　場所：綾部ふれあい牧場（位田町桧前81）
　内容：無料体験乗馬（先着１００人）
　　　　ヒツジの毛刈りショー
　　　　屋台
　　　　フリーマーケットなど
　主催：ハイジのキッチン
　　　　丹馬ライディングクラブ

　＜問い合わせ＞
　　ふれあい食堂（ハイジのキッチン）
　　電話(48)1000

参加者募集！ あやべ健康プラザ

～75歳以上の方の健康体操・水中健康教室～
　　　　健康増進教室（健康体操）　　　　　　　　 水中健康教室

　内容：筋力トレーニング、ストレッチ、軽運動、　　　スタジオで腰痛・膝痛体操、軽体操、プールで
　　　　エアロビクスなどを行います。　　　　　　　　水中歩行、水中トレーニングなどを行います。

　日程：４月24日～５月17日の毎週月・火・水曜日　　　５月８日、29日、６月５日、19日(月)
　　　　※５月の第１週を除く。　　　　　　　　　　　※月２回の受講で１教室が修了します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回のみの受講も可能です）

　対象：75歳以上の綾部市民（75歳未満で後期高齢者医療の保険証をお持ちの方も対象）

　定員：健康体操 各日20人・水中健康教室 各日20人　※どちらの教室も、各日定員になり次第締切ります。

　費用：無料

　場所：あやべ健康プラザ（綾部市青野町西馬場下27の２）

　＊各教室の申し込み・詳細は、あやべ健康プラザ（電話40-1788）へ。

　＜問い合わせ＞市民・国保課　電話(42)4246

４月号
市役所℡0773(42)3280
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住 ん で よ か っ た 　住 み た く な る　綾 部

まゆピー

☎　直通電話変更のお知らせ～４月１日から～　☎　
　４月１日から市の機構改革のため、直通番号が一部変更となっています。変更後の番号は、以下をご確認く
ださい。
【変更前】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【変更後】　　　　　　※市外局番（0773）は省略
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総　務　課（防災担当） 42－4222 → 防　災　課（防災担当） 42－4222

高齢者介護課（高齢者福祉担当） 42－4259 → 高齢者支援課（高齢者福祉担当） 42－4259

高齢者介護課（介護保険担当） 42－4261 → 高齢者支援課（介護保険担当） 42－4261

高齢者介護課（地域包括支援センター担当） 42－4262 → 高齢者支援課（地域包括支援センター担当） 42－4262

商工労政課（工業担当） 42－4264 → 商工労政課（工業・雇用促進担当） 42－4264

商工労政課（雇用促進担当） 42－4265 → 廃　　　止　

定住促進課（定住促進担当） 42－4270 → 定住・地域政策課（定住促進担当） 42－4270

水源の里・地域振興課（地域振興担当） 42－4271 　→ 定住・地域政策課（水源の里・地域振興担当） 42－4271

社会教育課（学び推進担当） 42－4326 　→ 社会教育課（学び推進・青少年担当） 42－4326

社会教育課（青少年担当） 42－4328 　→ 廃　　　止　

ＮＨＫ公開収録「民謡をたずねて」
開催のお知らせ(ラジオ第１・ＦＭ・国際放送)

日時：７月１日(土)午後１時開場
　　　午後１時30分開演（午後３時30分終演予定）
会場：京都府中丹文化会館（里町）
出演：唄　高橋キヨ子、成世昌平、進藤聖子
　　　　　大野実佐子、木島ユタカ
　　　他、三味線・鳴物・はやし詞
　　司会　丹沢研二(ＮＨＫ京都放送局アナウンサー)

♪入場無料♪【要事前観覧申込】

　郵便往復はがきでお申し込みください。
　観覧申込締切　６月12日(月)必着
≪あて先≫
　〒623-0005　綾部市里町久田21-20
　京都府中丹文化会館「民謡をたずねて」係
※詳細は専用チラシか中丹文化事業団ホームページを
　ご覧ください。

＜問い合わせ＞　

　京都府中丹文化事業団　電話(42)7705



「ごみ減量・紙のリサイクル」にご協力を！

　　～「雑がみ」は古紙回収に出しましょう～

　メモ用紙や封筒、ティッシュペーパーやお菓子の
箱も「雑がみ」という“大切な”資源です。
ごみ袋に入れずに、資源として、自治会やＰＴＡな
どの資源回収に出しましょう。

　Ｑ どうして出したらいいの？

　Ａ 「雑がみ」だけを束ねてひもで縛るか、小さ

　　　な紙は紙袋に入れて出してください。

　　　　　 「雑がみは今日から脱ごみ！」

　　　　　

　　　　　　　　

　　　
 ＜問い合わせ＞
 　環境保全課　電話(42)1489

工場設置奨励金交付申請受付中

市内の既存企業で生産設備などの新設や増設
をした企業に対し、奨励金を交付します。

【対象企業】
　生産設備の取得合計額が１か年ごとに１億円
（中小企業者は500万円）以上の企業

【生産設備の取得期間】
　平成26年１月２日～平成29年１月１日

【申請書の提出期限】
　 ６月30日(金)

＜提出・問い合わせ＞
　商工労政課工業・雇用促進担当
　電話(42)4264
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～あやべ温泉休館日のお知らせ～　月２回（第2、第4月曜日）※月曜日が祝日の場合は、翌火曜日が休館　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　  　　　　　　　　【休館日程：４月２４日、５月８・２２日】

　京阪神の大学、短大、専修学校などの来春卒業予
定者とＵ･Ｉターン希望者、その他求職者を対象に
京都北部７市町合同で就職面接会を開催します。
　ぜひ、ご参加ください！

日　時　５月25日(木)午後０時30分～４時
　　　　
場　所　京都市勧業館みやこめっせ
　　　　（京都市左京区岡崎成勝寺９－１）

内　容　就職面接会、事前セミナー、Ｕ・Ｉターン
　　　　相談コーナー、７市町情報コーナー　

参加事業所　京都北部７市町内の約120事業所
　

＜問い合わせ＞
　京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会
　商工労政課工業・雇用促進担当　電話(42)4264

京都北部７市町合同企業説明会

　あやべグンゼスクエア内の「綾部バラ園」では
今年も、春のバラまつりを開催します。
　期間中は、中央花壇の「アンネのバラ」をはじ
めとする約１２０種類、１，２００本の色とりど
りのバラをお楽しみいただけます。
　隣接する「あやべ特産館」では、上質なバラ苗
とバラの生育によく効く肥料を販売します。

日　時　５月13日(土)～６月25日(日)
　　　　午前９時～午後５時
場　所　綾部バラ園（青野町）

※バラまつり開催期間中は休まず営業
　します。

＜問い合わせ＞
　あやべ特産館　電話(43)0811

　春のバラまつり
国民年金保険料学生納付特例制度

　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に加入し
保険料を納付しなければなりません。しかし、一般的
に所得が少ない学生は、国民年金保険料の納付が猶予
される「学生納付特例制度」があります。

●対象者：学校教育法に規定する大学（大学院）、短
　　　　　期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
　　　　　校か各種学校（修業年限１年以上の課程）
　　　　　に在学する学生など
●条件：本人の前年所得が
　　　　118万円＋（扶養親族などの数×38万円）以下
●承認期間：４月～翌年３月
●申請時に必要な持ち物：学生証、年金手帳（代理人
　の場合は、申請者印鑑、代理人本人確認書類）

承認を受けた次年度も在学予定である場合、４月初め
に再申請の書類が日本年金機構から送付されます。

＜問い合わせ＞
　舞鶴年金事務所　電話0773(76)8826
　市民・国保課　　電話(42)4246
　　　　　　　　

 
お菓子の箱や包装紙などは紙袋に入れて古紙回収へ 

介護者家族教室
　～高齢者を介護されているご家族
                 これからに備えて学びたい方へ～

開催日時 内容、開催場所など

4月21日(金)
午後１時30分
  ～３時30分

テーマ：あなたも語ろう介護体験
ゲスト：認知症介護経験者
会場：保健福祉センター（青野町）
　　※介護相談も受け付けます。
＜問い合わせ＞
　社会福祉協議会　電話(43)2881
　高齢者支援課　　電話(42)4262

5月11日(木)
午後１時30分
  ～３時30分

テーマ：毎日はつらつ
　　　　体すっきり　健康体操
講師：健康運動実践指導者
　　　衣川　知久さん
会場：綾部市ふれあいの家（栗町）
＜問い合わせ＞
　西部地域包括支援ｾﾝﾀｰ 電話(21)5011



 

京都弁護士会　綾部法律相談センター

　京都弁護士会は、法律問題で困り事がある人の
ために法律相談を実施します。気軽にご相談くだ
さい。

日　時　５月11、25日(木)
　　　　午後１時～４時20分
場　所　市民ホール（宮代町）
　　　　※あやバス「市民ホール前」下車すぐ
費　用　40分　5,400円
　　　　※収入などが一定額以下の人は無料
予　約　相談日の前日までに電話で丹後法律相談
　　　　センターへ。予約件数に達した場合は締
　　　　め切ります。

＜申し込み・問い合わせ＞
　丹後法律相談センター　電話0772(68)3080
　※受付時間は、平日の午前９時～午後５時　
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乗って育てる　がんばれあやバス　70歳からの定期券「健康長寿定期券」好評発売中！

◆洪水情報の配信を開始！

　国土交通省は、「水防災意識社会再構築

ビジョン」のもと、大規模な洪水が発生し

た場合に、住民の皆様の自主的な避難に役

立てるため、５月１日(月)から携帯電話な

どへ緊急速報メールを活用した洪水情報の

配信を開始します。

○開始日　　　　５月１日(月)　

○配信エリア　　綾部市全域　

○配信する情報　由良川において、河川氾濫のおそ
　　　　　　　　れがある情報、河川氾濫が発生し
　　　　　　　　た情報

＜問い合わせ＞

洪水情報は、福知山河川国道事務所

　　　　　　電話(22)5104

　避難情報は、防災課防災担当

　　　　　　電話(42)4222

男 性 ク ッ キ ン グ

初心者大歓迎！料理に挑戦してみませんか？

　日　時　５月28日(日) 

　　　　　午前10時～午後２時（予定） 

　場　所　保健福祉センター２階栄養指導実習室

　　　　　（青野町東馬場下15－６） 

　持ち物　エプロン、三角巾（手ぬぐいなど） 

　対　象　高校生以上の男性（市内在住,在勤,在学） 

　費　用　600円程度（材料費） 

　申込み　５月24日(水)午後５時までに

　　　　　あいセンターへ

　　※メニューは未定です。

＜問い合わせ＞

　あいセンター　電話・ファクス(42)1801

もの忘れ相談

　市では、高齢者やその家族を対象に「もの忘れ相
談」を実施しています。相談に応じるのは、専門医
で、家族から認知症の方への接し方や声掛け、不安
への対処方法などをアドバイス。また、認知症への
不安を感じている高齢者の悩みなどの相談にも応じ
ます。
　相談は、家族のみでもできます。相談の内容に応
じて地域包括支援センターの職員が適切な支援を行
います。お気軽にご相談ください。

　相談日　６月1９日(月)
　時　間　午後1時30分～午後３時30分
　場　所　綾部市役所　本庁舎２階
　定　員　先着２組

   ※事前申し込みが必要です。

＜申し込み・問い合わせ＞
　市地域包括支援センター（高齢者支援課内）
　電話(42)3280　内線336

議会報告会

「市民と議会のつどい」
　開かれた議会を目指し、定例会の報告や市民の
皆様との意見交換の場として「市民と議会のつど
い」を開催します。　　　　　　
　多くのご参加をお待ちしています。
　○日程　５月10日(水)　中筋・中上林　　　　
　　　　　　　11日(木)　山家・志賀郷
　　　　　　　15日(月)　吉美・豊里
　　　　　　　16日(火)　西八田・奥上林
　　　　　　　18日(木)　口上林・物部
　　　　　　　19日(金)　綾部・東八田
　○時間　午後７時30分～９時　　　　　　　　
　　※豊里は午後７時～８時30分
　　※綾部は午後８時～９時30分
　○場所　各地区公民館
　　　　　（綾部地区は市民センター）

＜問い合わせ＞議会事務局　電話(42)1259



 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  を策定しました！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　みんなでつくる健やか元気なあやべ　　　　　　

　平成23年度に健康な地域社会づくりを進める指針となる　　　　　　　　　　　　

　「あやべ健康増進・食育推進計画」を策定しました。                 

　今回、この第１次計画の評価・見直しを行い、新たに　　　　　　　　　

　目標を掲げました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　市民１人ひとりだけでなく、地域や行政が一体となって

　健康づくりや食育活動にさらに取り組んでいきます。

　　平成２３年度の評価
　３２項目の目標を定めた結果・・

　◎目　標　達　成：　４項目　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　○前回よりも改善：１６項目　　

　▲前回よりも悪化：１２項目
　　　　
　　　　【目標達成した項目】　　

広報あやべ　お知らせ版４月号

＜問い合わせ＞
保健推進課
電　話0773(42)0111
ＦＡＸ0773(42)5488

あやちゃん健康だより

平成２９年度健康診査・がん検診の
お知らせ

黄色い封筒で世帯主様宛にお届け
しました。
順次申し込みを受け付けています。

『元気なときにこそ健診を受けましょう』

　　特定休日歯科当番のお知らせ

ゴールデンウィーク中の休日歯科診療当番は以下の
とおりです。

日時：５月４日(木)午前９時～午後５時

　　　　　　場所：梅原歯科医院
　　　　　　住所：綾部市幸通１０

　　　　　　電話：(42)3533

 

 
基本理念 

 約６割は目標達成か 

前回よりも数値が改善 

していました 

 

分　　　野 スローガン

１．栄養・食生活
地元でとれたものを食べ
て健康的な生活をしよう

２．身体活動・運動
みんなで楽しく体を動か
そう

３．休養・こころの健康 こころの健康を大切にし
よう

４．たばこ たばこから体を守ろう

５．アルコール お酒は適量を守ろう

６．歯の健康
歯は一生の宝、歯の健
診にいこう

７．健康管理
みんなで声をかけあい
定期健診を受けよう

　　　　　計画の期間
　　　　　平成２９～３３年度

　　　　　計画の内容
　　　　　７つの生活習慣ごとにスローガンを
　　　　　定め、計画を進めていきます

今後、アンケートの結果などお知らせしていきます
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 【特定健診受診率】 
 府の平均よりは低いで

すが、年々受診率が上

がっています！ 

皆で受診して、さらに

のばしましょう 

 

 
 
平成２６年１０月から高齢者を対象にした肺炎球菌 

予防接種が定期化されました。対象者は 
費用の一部を公費負担で接種できます。 
定期接種の対象者は毎年異なるため、 

機会を逃さないようご注意ください。 
<平成 29 年度対象者> 

生  年  月  日 年齢 

昭和 27年 4 月 2 日～昭和 28年 4 月 1日生 65歳 

昭和 22年 4 月 2 日～昭和 23年 4 月 1日生 70歳 

昭和 17年 4 月 2 日～昭和 18年 4 月 1日生 75歳 

昭和 12年 4 月 2 日～昭和 13年 4 月 1日生 80歳 

昭和 ７年 4 月 2 日～昭和 ８年 4 月 1日生 85歳 

昭和 ２年 4 月 2 日～昭和 ３年 4 月 1日生 90歳 

大正 11年 4 月 2 日～大正 12年 4 月 1日生 95歳 

大正 ６年 4 月 2 日～大正 ７年 4 月 1日生 100歳 

○対象者には４月下旬に接種券を送付します。接種券 
を持って病院へ受診してください。 
○過去に実費で接種した人は対象外となります。 
○自己負担の免除制度があります。詳細は接種券をご 
 覧ください。 

成人用肺炎球菌予防接種のお知らせ 

・アルコールを１日３合以上飲む人が減りました
・80歳代で自分の歯が20本以上ある人が増えました
・大腸がん検診、肺がん検診の受診率が上がりました


